
「電気通信主任技術者試験」 経歴証明書記入例
① 経歴証明は通常、複数枚の提出となりますので、記入前に原紙のコピーをとり、2 枚目以降は、

コピーした経歴証明書を使用してください。また、空欄となる箇所には斜線を引き、修正する

箇所は二重線で消してください。

様式が同じであればword、ｅｘｃｅｌなどで作成したものでも構いませんが、ｐｄｆファイル

に変換したものをアップロードしてください。

② ｢受験希望地」、｢受験種別｣欄は試験概要の「試験地」、「試験種別と試験時間」を参照して
記入してください。｢免除申請科目｣欄は、○印で選択してください。

③ ｢事業場名｣欄
・事業場名は、実務に従事した部名、課名又はグループ名／担当名まで記入してください。
・電気通信事業者の許可／登録／届出番号については、電気通信事業法改正（平成16年4月）に
より、登録、届出制となっていますので注意願います。

⑤ ｢従事した業務の具体的内容及び工事・維持・運用の実務割合｣欄
・受験種別に応じて実務経歴として認められる業務の具体的業務内容を記入してください。（注１）
・業務内容をビル名（エリア名）、システム名、設備・装置名等を含め、あなたが何をしたか１０行
程度にまとめ具体的に記入してください。

・伝送交換と線路業務を兼務した期間は、受験種別（伝送交換又は線路）に対応する業務内容のみを
記入してください。 （注１）

・受験種別に対応する（工事： ％、維持： ％、運用： ％）のみ合計が100％になるよう配分
してください。

⑥ ｢指導監督的実務経験期間｣欄
・係長以上の職位の場合に記入してください（課長補佐、課長等）。経歴期間は再掲です。

⑧ ｢申請者｣、｢代表者、証明担当者｣欄
・申請者に記載内容等を確認する場合がありますので、平日昼間に確実に連絡の取れる電話番号
（携帯並記）を記入してください。

・代表者、証明担当者とは電気通信事業者又は電気通信事業者と直接請負契約を行っている会社の方
です。

・代表者、証明担当者毎に経歴証明書を作成してください。
また、申請書作成年月日は証明年月日より後になることはありません。

④ ｢実務経験期間｣欄
・受験種別を経験した期間を記入してください。（注１）
・一つの行（作成枠）は１年以下の単位で記入してください。
・例外として高等学校卒業学歴で免除申請をする方は、「実務経験期間」欄の一つの作成枠は３年
以内で記入してください。ただしシステムのみ免除申請の方は１年以内で記入してください。

・（伝送交換又は線路実務期間の割合： ％）欄は所属期間に対する受験種別の業務期間の割合を
％で記入してください。実務経歴として認められない業務が含まれる場合はその業務量分を引いた
割合を記入してください。

・伝送交換と線路業務を兼務した期間は業務量を案分し（各受験種別の実務期間の割合： ％）欄に
割合を記入してください。

・｢実務経験期間の合計（頁毎）｣はページ毎の小計を記入してください。
・｢実務経験期間の総合計（最終頁）｣に総合計を記入してください。

⑨ 添付書類（この経歴証明書と試験申請書のほかに、申請書を送付する封筒に同封してください)
□申請する学歴（大学、短大、高専、高校等）の卒業証明書（原本）。
□申請する学歴の履修科目・単位取得を証明するもの（成績証明書等、原本）。
□従事した電気通信事業者との請負契約書の写し（証明者が電気通信事業者でない場合）。
□従事した電気通信事業者の登録通知書、許可状又は届出受理書の写し（事業用電気通信回線設備
がわかるネットワーク構成図を含む）。
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課長補佐
（係長以上
の場合に
記入）

〇〇ビルにて〇〇地域の〇〇サービ
スを提供するネットワーク装置である
〇〇ルーター、〇〇スイッチ、〇〇
サーバ等を２４時間３６５日安定供給
させるために監視や障害対応、維持
管理の設定変更等の業務に従事した。
〇〇月の〇〇地域の大雨被害にあっ
ては、〇〇ビル設備、伝送路設備とも
に被害を受け、救済措置として〇〇
臨時設備を構築し早期部復旧に務め
た

〇〇ビルにて〇〇地域の５Ｇサービス
を提供する携帯電話基地局の基地局
構築工事（〇〇設備、〇〇装置）から
（〇〇設備、〇〇装置）への取替工事
に従事し、装置切替手順、通信ケー
ブル、電力ケーブル切替手順を考慮
して構築した、
また、エリア拡大を満足するためのア
ンテナの配置、数量、装置構成を考
慮して構築した。

指導監督的実務
経験期間は再掲

実務経歴として認
められない業務が
20％ある場合の例

受験種別の業務におい
て、左から2番目の枠の
実務期間を100％として
比率を記入 0            70              30
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( ０３ ) １２３４ － １２３４
０９０ １２３４ １２３４
s.yamada@xxx.co.jp
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ﾔﾏﾀﾞ ｻﾌﾞﾛｳ

山田 三郎
昭和 60 年 ○月 ○日

東京都千代田区九段１－１

平日昼間に連絡の取れる電話番号
（携帯並記）を記入してください。

○○通信(株)
代表取締役社長 巣鴨 太郎
人事部長
巣鴨 次郎

０３ １２３４ ５６７８
j.sugamo@xxx.co.jp
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（注１）「システム科目」のみの実務経歴による免除申請の場合、試験種別に関らず、伝送交換設備と線路設備の実務経歴年数が認められます。


